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＜連絡事項＞
・医事より　外出・外泊の帰院時間について
青南病院正面玄関（医事外来側）は以下の時間で施錠となります。
外出・外泊のご案内をする際はお気を付けください。
施錠時間
〇平　日⇒17：45
〇土日祝⇒16：45
上記時間を過ぎるようであれば、南病棟側をご案内して下さい。

＜入室状況＞
【転出】
・小栗　健太郎様～東病棟Ｂユニット2号室→西病棟Ｂユニット29号室
・七戸　康徳様～東病棟Ｄユニット17号室→西病棟Ａユニット44号室
・旭岡　カツ様～東病棟合併症室→南病棟Ｂユニット101号室

【転入】
・東野　愛様～西病棟Ｂユニット28号室→東病棟合併症室
【入院】
・佐々木　せい子様～東病棟Ｃユニット5号室へ医療保護入院となる。
・加藤　周磁様～東病棟合併症室へ医療保護入院となる。
・若菜 登様～東病棟Aユニット9号室へ医療保護入院となる。

【ユニット移動】
・岩舘　俊治様～東病棟Ａユニット14号室→東病棟Ｂユニット2号室
・和田　昌様～東病棟Ｃユニット4号室→東病棟Ｂユニット2号室
・東野　愛様～東病棟合併症室→東病棟Bユニット1号室
・四戸　多美子様～東病棟Bユニット1号室→東病棟合併症室
[bookmark: _GoBack]・進藤　胤真様～東病棟Bユニット2号室→東病棟Dユニット17号室

＜患者様連絡事項＞
・上平　キヨ様～主治医より南病棟への転出許可あり。

・三浦　華菜様～面談の結果、本日措置解除となる。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放時他室侵入やホール内走り回り迷惑行為自制できず、開放観察終了している。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。自室壁やドア蹴りしており、対面時被害妄想様言動著名。興奮落ち着かず希望にて頓服服用し、自室にて臥床され危険行動なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。対面時高揚さや不穏さなし。危険行動や自傷行為なく臥床して過ごす。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr診察＞
・三浦　華菜様～ミルタザピン増量。点滴終了。診察時、本人はウォークマン目的でスマホの使用を訴えている。病棟でのルールに従うようにとの診察で、本人には、現在病棟では先週今週で起きた出来事を受け、私物の管理状況には強い注意を払わなければならない状態にあると判断しているので、通信機能のあるものの使用に関してのルールを定めさせてもらっている事、特定の患者だけでなくすべての患者に対しそのルールで対応している事を本人に説明。対面説明時はそれに対し不穏興奮や拒否的態度は見られず。

・寺井　恵理子様～排便困難感訴え酸化マグネシウム追加。

・間澤　ハル様～持参薬のウルソ臨時処方に追加。

・他処方追加、指示変更等なし。

＜田名部Dr診察＞
・四戸　多美子様～血圧高値であることを情報提供。処方変更なく経過観察するよう指示あり。

・遠藤　ひとみ様～本人より不眠感訴えあり、本日よりデエビゴ5㎎→7.5㎎へ増量となる。本人様と協議し12/2(火)10：00退院、おおぞらクリニック初外来日12/18(木)となる。

その他患者様処方指示変更なし。


＜入院患者様情報①＞
氏　　名：佐々木　せい子（ささき　せいこ）様
　生年月日：昭和29年10月23日(71)
　病　　名：統合失調症の疑い
　合 併 症：なし
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：医療保護入院　
　病　　棟：東病棟Cユニット　

長男よりR7.10.27軽度認知症についての鑑別診断目的にて初回相談あり。
種市にて出生。仙台の看護学校に進学され、卒業後は青森労災病院で看護師
として55歳まで従事。退職後はおおひらき老人ホームでアルバイト数年して
いたが、ここ10年位は退職し自宅で過ごす。27歳ころ結婚し2人の子供を設
ける。（長男（仙台）次男（東京））子供が独立後は夫と夫の母と3人暮らし。
1年半前に夫は死去。その後、義母様と2人で暮らしていたが義母が昨年12月
腰痛のため入院し、その後特養に入所したため以降は単身生活。もともと、
夫の生前時は夫に対する依存心が強く自分のことも満足に県ることができない
人であった。そのため夫の死が本人にとって大きな出来事であり、葬儀など
親戚が集まる場でも親戚より心配の声が多く聞かれた。現在は、自宅で過ごす
機会がおおく友人との交流関係もあまりない。料理の頻度も減り、冷蔵庫内は
からのことが多く出来合いのものを購入し食べているよう。家族の働きかけで
高齢者支援センター　えがおが介入。イベントの誘いや月1回自宅訪問など行っ
てもらっている。当院受診を12月12日にて設定していたが、11月4日再度長男
より連絡あり。　10月31日頃より　「家の中に誰か別の人がくる」といった
発言が聞かれていた。11月3日夜19時ごろに本人より息子様へ連絡あり。
「よくわからない人が家のなかに二人いる」「一人が男性で、リビングのソ
ファで服を脱いだり着たりしていてどかない、どうしたらいい？」幻覚について
落ち着いて話すものの、「男の人がいる」「女の人がいる」「男の人が自分の服
を着ている」「不安でしょうがない」と訴えている。先日訪問した際には「黒い
もじゃもじゃのサルみたいな男がいる、ほら、あなたにも見えるでしょう」
「あ、今床に吸い込まれて消えていった」と幻視について詳細に話す様子あり。
また食思不良もあり初回相談時より、幻視の状態悪化がみられ受診歴のある夫
も脳神経クリニック受診精査をしている。同クリニック医師からは統合失調症の
可能性などの話をされ当院へ入院希望あり、本日東病棟Cユニットへ医療保護入院
となる。

＜入院患者様情報②＞
氏　　名：加藤　周磁（かとう　しゅうじ）様
　生年月日：昭和43年5月26日(57)
　病　　名：妄想性障害
　合 併 症：褥瘡
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：医療保護入院　
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　　元来、神経質で几帳面な性格であった。明らかな発達の遅れなし。東海大学を
　　卒業後は、神奈川県で運送業やゲーム会社、デザイン系専門学校の講師などの
　　職に就いていた。32歳以降はネット販売で収入を得ていた。同居する母が高齢
　　となったことから、平成20年に三戸町に帰郷しアパートで単身生活を送っていた
　　が、「町長に目をつけられている」「町長や議員の指示で住民が嫌がらせをして
　　くる」等の妄想様発言が認められていた。また、近所の生活音に対しての音声過　　
　　敏も顕著となり、不安感や緊張感などの精神症状や頻脈などが悪化し、近医を受
　　診したこともあった。以後、自宅内で耳栓を装着し、テレビの音量を最大に設定
　　して近所の生活音が耳に入らないように生活していた。平成30年11月より近所で
　　河原工事が始まったあとから連日続く工事音への過敏性の亢進や不安感、緊張
　　感、窒息感、頻脈などの精神症状や身体症状が悪化したため、町の保健師へ相談
　　したところ、かかりつけ医へ相談の上で専門医療機関を受診することを勧めら
　　れ、令和元年6月26日かかりつけ医であったスワンクリニックへ相談し、令和元
　　年7月9日に当院を紹介され初診した。その後上記診断にて当院に定期的に通院し
　　精神科治療を継続している。令和3年より就労継続支援B型のアルファネクストに
　　て単純作業に従事し、著明な妄想や衝動行為は軽減しているものの精神症状は変
　　動的であるが定期的通院継続していた。R7.11.10就労先に来ない事を不思議に思
　　った就労職員が自宅訪問するも応答なく保健師・警察介入のもと自宅訪問。低体
　　温症で同院へ入院となっており、人工呼吸器管理等も行われたが、身体状態改善
　　し同月19日退院の許可が下りる。今後は施設入所検討しており、環境調整も含め
　　当院での入院調整依頼あり、本日東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

＜入院患者様情報③＞
氏　　名：若菜 登（わかな　のぼる）様
　生年月日：昭和41年12月1日(58)
　病　　名：妄想性障害
　合 併 症：なし
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr.
　入院形態：医療保護入院　
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　　R7年11月25日午前中に中央交番から、本人が家においていたお金100万円が
　　盗まれたと連絡あり、自宅へ向かったところ、警察官に「盗まれたのは嘘で
　　、警察を家に呼ぶためだった。警察を殺そうと思った」等の奇異言動あり。
　　同日17時、23条通報あり。その後も本人から頻回に警察へ連絡あり、R7年11月
　　27日7時頃に110通報でまべち大橋に立っていた本人へ警察が声をかけたところ
　　飛び込むようなそぶりをしたので、7時50分保護を開始。その後も不穏、妄想言
　　動続き落ち着かず、当院受診し診察の結果、本日東病棟Aユニットへ医療保護
　　入院となる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
